
 

 

 
 

第 20 回 NPO 法人てくてく通常総会 
 

 

〇日時 ２０２２(令和４)年６月４日（土） １０：３０～１１：３０ 

 

〇場所 てくてく「みんなの家」２階 多目的室 

 

 

 

○審議事項 

 

第１号議案 ２０２１（令和３）年度事業報告（案） 

 

第２号議案 ２０２１（令和３）年度決算報告（案） 

 

監査報告 

 

第３号議案 ２０２２（令和４）年度事業計画（案） 

 

第４号議案 ２０２２（令和４）年度収支予算（案） 

 

第５号議案 役員改選について（案） 

 

その他 
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2021（令和 3）年度 事業報告（案） 

 

 2021（令和 3）年度事業計画において「重点課題」として挙げた各項目の実施状況について、以

下に報告する。 

 

1. 「新型コロナウイルス禍中での事業継続のために必要な対応を行う。」について 

① 引き続き感染状況や緊急事態宣言等の国や行政の施策を踏まえ、感染症対策の徹底や京都府に

よる PCR 検査の実施などを行いながら、必要な支援の継続に努めた。 

② メンバーや職員・スタッフ等に感染された方や濃厚接触となった方もおられたが、その都度保

健所と連携しながら対応を行い、幸い大きな感染の広がりに繋がることは防ぐことができた。 

③ BCP(事業継続計画)の策定に着手することができなかった。 

④ 処遇改善加算Ⅰ及び特定処遇改善加算を引き続き取得することができた。さらに処遇改善臨時

特例交付金による一時金の支払いも行った。 

⑤ 長岡京市からの福祉事業者緊急対応支援補助金の交付を受けることができた。 

 

2. 「人材確保・育成を引き続き最重点課題と位置づけ、法人全体で取り組む。」について 

① 正規職員 1 名退職に対して、登録スタッフより 1 名を正規職員として採用した。 

② 1 年目、2 年目の若手職員に対してより主体的に業務に取り組めるよう、それぞれ主な担当事

業を決めた。また引き続き育成担当職員を定め、面談の実施等のフォローアップを実施。スキ

ルアップのための外部研修の受講を進めた。 

③ 各種就職フェアへの参加、グループホーム周辺を中心としたビラ配り、学生対象のオンライン

座談会など、人材確保に向けた取り組みを実施。登録スタッフとして新規に１０名の確保がで

きたが、一方で卒業等により１０名が退職されており、思うような人材確保には繋がっていな

い。 

④ 「京都福祉サービス第三者評価」の「あっとホーム」での受診を含め、「きょうと福祉人材育成

認証制度」の更新の手続きを進め、5 年間の更新をすることができた。 

 

3. 「『あっとホーム』の『建て貸し方式』による移転を進める。」について 

① １件は 2023 年秋の開所を目指し、建築に関する具体的な検討を進めることができている。 

② 他に 1 件、設計も含めた検討に入ったものの、オーナー様の事情で白紙となった。 

③ ３社（積水ハウス、アイトス、リヴ）との連携により引き続き情報収集を行っている。 

 

4. 「てくてく「中長期計画」の策定」について 
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① 2021 年度中も具体的な検討の再開に着手することができなかった。 

 

5. 「各事業の支援を継続して実施する。」について 

① 新型コロナ感染拡大の影響により年間を通してガイドヘルプの実施が困難な状況が続き、ホー

ムも支援体制が確保できずメンバーに一時帰宅をお願いせざるを得ない事態となる等、事業運

営にも影響が出ている。収支面でも厳しく、2019 年度以来の赤字決算の要因の一つとなった。 

② ヘルパー研修や登録スタッフ研修も新型コロナの感染状況や非常事態宣言等により開催でき

ない事も多かったが、ZOOM を活用したリモート開催など出来る形を模索しながら、可能な限

りの実施に努めた。 

③ 「サービス管理責任者更新研修」「サービス管理責任者実践研修」を該当する職員が受講するこ

とができた。 

 

6. 「『より良い支援』を目指して、研修を充実させる。」について 

① 専門的な機関･団体（自閉症ｅサービス等）が開催する研修については研修自体が開催されない

状況もあったが、機会を捉えて若手職員を中心に参加することはできている。 

② 「喀痰吸引等第 3 号研修」の基礎研修を若手職員 4 名が受講した。 

③ 「てくてく虐待防止研修」を初めて ZOOM やグーグルフォームを活用する形で開催し、66 名

の職員・登録スタッフ等に受講していただくことができた。 

 

7. 「乙訓圏域や全国の情勢･制度の動向について情報を収集するとともに「てくてく」からの課題

の発信を行う。」について 

① 乙訓圏域障がい者自立支援協議会や乙訓障害者支援事業所連絡協議会（乙障協）等、乙訓圏域

でのネットワークに関わる取り組みもコロナ禍の中であまり実施されていないのが現状であ

る。 

② 春･秋に通信を発行し、コロナ禍の中でも「てくてく」での活動の様子をできるだけ活き活きと

発信できるよう心がけた。 

③ ホームページ、フェイスブックページ等、インターネットを活用した情報発信は十分に取り組

めなかった。 

 

※ 各事業の実施状況や法人の活動等の詳細については、別紙「事業及び活動の実施状況」を

参照のこと。 

以上 
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利用実績
給付費収入
（単位：円）

延べ7,407人
延べ6,811時間 48,110,720

延べ2,079人
延べ5,197時間 19,325,973

延べ242人
延べ747時間 3,719,329

延べ245人
延べ750時間 1,787,137

利用無し 0

利用無し 0

女性5名

男性4名

女性4名

男性4名

女性4名
（体験利用1名）

延べ802人 9,958,084 利用者36名
職員・登録
スタッフ
20名

0人 0 利用無し
職員・登録
スタッフ
20名

延べ103人 1,339,248 利用者4名
職員・登録
スタッフ
14名

延べ80人 1,147,530

12ヶ月 1,440,000

延べ96人
延べ46時間 147,800

あっとホームスタッフ研修会 毎月開催
各グループホーム

みんなの家
登録スタッフ・職員

計242名（内リモート54名）

虐待防止研修 令和4年2月
みんなの家

及びオンライン
登録スタッフ・職員

計66名

ヘルパー研修会
7月・10月・12月
（他は中止）

みんなの家
登録スタッフ・職員

計31名（内リモート1名）

開催中止

研修会

てくてく全体研修会 開催中止

てくてくフォーラム 開催中止

活動中止

親睦活動

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

つ
な
ぐ

ぽたろう祭り 開催中止

たまぼっくる

コロぼっくる

地
域
力
活
性

プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト

みんなの交流会（温泉、ぽたろう祭り準備、他） 活動中止

バンド 音

事業及び活動名 内容 実施期間・時期 場所 受益対象者の
範囲及び人数

利用者14名

収益事業

賃貸事業 令和3年4月～
令和4年3月

向日市上植野町 女性4名

私費利用 令和3年4月～
令和4年3月

乙訓地域及び京都市
（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

男性2名
女性3名

あっとハック
しろのさと

短期入所事業
令和3年4月～
令和4年3月

長岡京市城の里
（あっとホーム

たんぽぽ城の里内）

ぱれっと 相談支援事業
令和3年4月～
令和4年3月

乙訓地域及び京都市
（西京区）

あっとハック
いちもんばし

短期入所事業
令和3年4月～
令和4年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

緊急一時保護事業
令和3年4月～
令和4年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

長岡京市井ノ内

職員・登録
スタッフ
70名

令和3年4月～
令和4年3月

大山崎町高麗田

令和3年4月～
令和4年3月

向日市上植野町

令和3年4月～
令和4年3月

長岡京市今里

令和3年4月～
令和4年3月

長岡京市城の里

あっとホーム
どんぐり
ジャンプ
つばさ
翔

たんぽぽ城の里

共同生活援助事業 延べ6,407人 60,923,739

令和3年4月～
令和4年3月

にこりん

居宅介護

令和3年4月～
令和4年3月

乙訓地域
及び京都市

（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

利用者
61名

職員・登録
スタッフ
50名

重度訪問介護

行動援護

移動支援

入院時コミュニ
ケーション支援

緊急一時
保護事業

２．事業及び活動の実施状況　　

事業名 サービス種別 実施期間・時期 場所
受益対象者の
範囲及び人数

  4
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単位：円

法人 にこりん あっとホーム あっとハックしろのさと あっとハックいちもんばし ぱれっと 収益事業 合計

-            73,131,100   66,751,239   1,442,748    10,845,284   1,147,530    1,590,600    154,908,501  

給付費収入 -            73,131,100   60,923,739   1,339,248    9,958,084    1,147,530    -            146,499,701  

緊急一時 -            -            -            -            -            -            -            -            

サービス利用料収入 -            -            -            62,900       492,000      -            -            554,900      

私費サービス利用収入 -            -            -            1,500        -            -            150,600      152,100      

給食費収入 -            -            -            39,100       395,200      -            -            434,300      

家賃収入 -            -            5,827,500    -            -            -            1,440,000    7,267,500    

34,000       -            -            -            -            -            24,000       58,000       

-            -            937,000      -            298,000      -            -            1,235,000    

214,800      -            -            -            -            -            -            214,800      

118,540      7,200        -            -            12,468       6,800        69           145,077      

受取利息 118,460      -            -            -            -            -            69           118,529      

雑収入 80           7,200        -            -            12,468       6,800        -            26,548       

367,340      73,138,300   67,688,239   1,442,748    11,155,752   1,154,330    1,614,669    156,561,378  

法人 にこりん あっとホーム あっとハックしろのさと あっとハックいちもんばし ぱれっと 収益事業 合計

5,935,420    50,850,352   50,991,750   488,472      14,859,341   4,241,928    463,143      127,830,406  

-            720,000      480,000      -            240,000      -            -            1,440,000    

672,379      4,527,928    4,589,512    109,536      1,685,028    656,385      -            12,240,768   

1,735,534    1,453,819    1,052,075    64,100       905,019      557,344      632,498      6,400,389    

120,000      360,000      5,280,000    120,000      960,000      120,000      240,000      7,200,000    

498,520      472,484      194,334      3,994        193,098      33,820       30,480       1,426,730    

3,312,640    544,167      2,327,232    -            630,071      -            210,310      7,024,420    

-            268,760      -            -            -            -            -            268,760      

-            -            -            37,900       346,514      -            -            384,414      

-            -            -            -            -            -            -            -            

-            242,183      42,130       -            28,640       1,262        -            314,215      

1,385,200    33,000       75,600       3,600        10,800       -            55,000       1,563,200    

-            -            314,286      -            -            -            -            314,286      

-            99,647       106,700      15,400       186,650      8,800        24,200       441,397      

87,630       -            -            -            -            -            -            87,630       

-            3            -            -            -            -            -            3            

13,747,323   59,572,343   65,453,619   843,002      20,045,161   5,619,539    1,655,631    166,936,618  

-13,379,983  13,565,957   2,234,620    599,746      -8,889,409   -4,465,209   -40,962      -10,375,240  

ＮＰＯ法人てくてく

法定福利費

企画調査費

委託契約料

食材仕入れ

修繕費

活動費

過不足額Ａ－Ｂ

管理費

地代家賃

保険料

事業外収入

固定資産除却損

会費収入

退職金掛金

支出の部

支出合計Ｂ

寄付金収入

リース減価償却費

助成金収入

求人活動費

部門別実績収支報告書

収入の部

ＮＰＯ法人てくてく

研修費

収入合計

　　　　　　区分
　　科目

　　　　　　区分
　　科目

人件費

減価償却費

事業収入
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2022（令和 4）年度 事業計画（案） 

 

I. 全体を通して 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり厳しい決算となった昨年度の状況も踏まえ、引き続き

感染防止対策を徹底しながら日々の支援を継続し、運営状況の改善に向けて必要な対策を検討する

一年としたい。昨年度に掲げた重点課題にも十分取り組めていない項目も多く、今年度も引き続き

継続の課題としたい。 

 

II. 今年度の取り組みにおける重点課題 

1. 新型コロナウイルス対策を継続しつつ、事業費の増収や業務の効率化に向けた取り組みを進め

る。 

① 必要な支援を継続して提供できるよう、新型コロナ感染症防止対策を徹底して行う。 

② BCP（事業継続計画）を策定する。 

③ 継続して処遇改善加算Ⅰ・特定処遇改善加算、処遇改善臨時特例交付金を取得する。 

④ 業務の DX 化に取り組み、業務の効率化を図る。 

⑤ 法人資産の計画的な運用を進める。 

⑥ （「重点課題２」とあわせ）職員育成及び登録スタッフ確保・育成・資格取得を進め、提供でき

る支援、とりわけ資格に基づく支援を拡充することにより、収入増をめざす。 

 

2. 人材確保・育成を引き続き最重点課題と位置づけ、法人全体で取り組む。 

① てくてくキャリアパス制度を踏まえ、新人・中堅・管理者それぞれのレベルでのスキルアップ

をめざし、個別の計画に基づく職員育成（研修･面談等）を実施する。 

② 若手職員の育成について、メンバー支援にかかるスキルの向上を目指すとともに、法人職員と

しての役割と責任を踏まえ、より主体的に業務に取り組めるよう研修を進める。 

③ 登録スタッフ（ヘルパー・世話人・支援員）の確保に向けて、「てくてく」全体で取り組む。 

④ 無資格者の資格取得（介護職員初任者研修、重度訪問介護等）のための研修受講を法人として

バックアップして進め、資格取得要件のある支援に携わる人材を育成する。 

 

3. 「あっとホーム」の「建て貸し方式」による移転を進める。 

① 関係機関・事業者と連携を取り、具体的な検討を行う。 

② 2023（令和５）年度中に一箇所新規ホームへの移転を目指して、引き続き取り組む。 

③ 新しいホームへのメンバー転居の検討を進め、具体的な転居計画を立てる。 

 

4. てくてく「中長期計画」の策定について。 

① ホームの移転を中心に、各事業に関する具体的な内容から検討する。 
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5. 各事業の支援を継続して実施する。 

① 感染防止対策の徹底を継続し、事業の安定的な実施に努める。 

② 新規の利用希望については、相談支援等関係機関との連携を基に緊急性･必要性を把握し、支

援体制の確保状況を踏まえて可能な限り対応する。 

③ 「強度行動障害支援者養成研修」「相談支援従事者研修」「サービス管理責任者等研修」「虐待防

止・権利擁護研修」等、事業実施に必要な研修の受講を出来る限り進める。 

 

6. 「より良い支援」を目指して、研修を充実させる。 

① 障がい者虐待防止（身体拘束適正化）委員会を設置し、年間計画に基づき研修等の取り組みを

実施する。 

② 個々の障がい特性やニーズに応じた支援に必要な知識・技術を高めるための研修について、専

門的な機関･団体等（自閉症ｅサービス、医療的ケアネット等）との連携により進める。 

③ ZOOM を活用する等、実施方法を工夫し可能な形で法人内研修を実施する。 

④ 個別の職員育成･研修計画の策定と、計画に基づく研修と評価を実施する。 

 

7. 乙訓圏域や全国の情勢･制度の動向について情報を収集するとともに「てくてく」からの課題の

発信を行う。 

① コロナ禍の中でも、乙訓圏域で「てくてく」に期待される役割に応え、出来る形で主体的に参

画する。 

② インターネット・紙媒体それぞれの特性を活かし、広報活動を積極的に行う。 

③ 全国の障がい福祉関係団体等との連携を図り、情報収集を行う。 

 

以上 



目標数値
給付費予定額
（単位：千円）

延べ8,280人
延べ8,060時間 55,388

延べ2,544人
延べ6,953時間 25,254

延べ261人
延べ930時間 4,676

延べ370人
延べ1,210時間 2,706

予定無し 0

女性5名

男性4名

女性4名

男性4名

女性4名
（体験利用1名）

延べ960人 11,487 利用者38名
職員・登録
スタッフ
23名

ー ー 利用者0名
職員・登録
スタッフ
23名

延べ132人 1,771 女性4名
職員・登録
スタッフ
15名

延べ88件 1,250

12か月 1,440

延べ108人
延べ48時間

150

地
域
力

活
性
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

地
域
力

活
性
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

研修会

地域力活性隊
コロぼっくる

親睦活動

てくてくフォーラム 登録スタッフ・職員・家族

登録スタッフ研修会 登録スタッフ・職員

新型コロナ感染等の状況を見て検討

利用者・家族
登録スタッフ・職員

てくてく全体研修会 登録スタッフ・職員・家族

プロジェクトつなぐ たまぼっくる

あっとホーム世話人研修会 毎月開催
各グループホーム

みんなの家
登録スタッフ・職員

メンバー
ボランティア

ヘルパー研修会 毎月開催 みんなの家 登録スタッフ・職員

バンド 音

研修会

親睦活動 プロジェクトつなぐ ぽたろう祭り 令和4年10月 みんなの家
利用者・家族・関係者

登録スタッフ・職員・近隣住民

地域力活性隊
コロぼっくる

みんなの交流会（ぽたろう祭り準備） 令和4年9月 みんなの家
メンバー

ボランティア

活動名 内容 実施期間・時期 場所 受益対象者の
範囲及び人数

利用者14名

収益事業

賃貸事業
令和4年4月～
令和5年3月

向日市上植野町 女性4名

私費利用
令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域及び京都市
（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

男性1名
女性2名

あっとハック
しろのさと 短期入所事業

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市城の里
（あっとホーム

たんぽぽ城の里内）

ぱれっと 相談支援事業
令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域及び京都市
（西京区）

あっとハック
いちもんばし

短期入所事業
令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

緊急一時保護事業
令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市一文橋
（みんなの家１階）

職員・登録
スタッフ
75名

令和4年4月～
令和5年3月

大山崎町高麗田

令和4年4月～
令和5年3月

向日市上植野町

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市今里

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市城の里

あっとホーム
どんぐり
ジャンプ
つばさ
翔

たんぽぽ城の里

共同生活援助事業 延べ6,450人 54,383

令和4年4月～
令和5年3月

長岡京市井ノ内

にこりん

居宅介護

令和4年4月～
令和5年3月

乙訓地域
及び京都市

（桂川西岸地域）
※日帰りできる範囲

利用者
65名

職員・登録
スタッフ
55名

重度訪問介護

行動援護

移動支援

入院時
コミュニケーション支援

２．事業計画及び活動の実施予定

事業名 サービス種別 実施期間・時期 場所
受益対象者の
範囲及び人数



単位：千円

法人 にこりん あっとホーム
あっとハック
（しろのさと）

あっとハック
（いちもんばし） ぱれっと 収益事業 合　計

- 88,025 60,323 1,907 12,448 1,250 1,586 165,539 

給付費収入 88,025 54,383 1,771 11,487 1,250 156,916 

サービス利用料 - 86 511 597 

給食費収入 50 450 500 

私費サービス料 146 146 

家賃収入 5,940 1,440 7,380 

32 36 68 

1,792 1,016 28 174 3,010 

- 45 45 

100 100 

120 5 1 126 

受取利息 120 1 121 

252 89,822 61,384 1,935 12,622 1,250 1,623 168,888 

法人 にこりん あっとホーム
あっとハック
（しろのさと）

あっとハック
（いちもんばし） ぱれっと 収益事業 合　計

6,009 51,464 48,282 687 15,043 4,322 476 126,283 

- 720 480 - 240 - - 1,440 

709 4,844 3,429 2 1,689 693 1 11,367 

1,706 2,938 1,120 106 868 564 554 7,856 

120 360 5,280 120 960 120 240 7,200 

573 566 219 23 233 6 33 1,653 

- 281 - - - - - 281 

3,181 91 2,300 - 558 - 525 6,655 

- - - 51 450 - - 501 

207 - - - - - - 207 

200 680 518 10 50 20 - 1,478 

1,653 32 - - - - 55 1,740 

100 - - - - - - 100 

100 - - - - - - 100 

50 236 842 20 530 - 50 1,728 

14,608 62,212 62,470 1,019 20,621 5,725 1,934 168,589 

-14,356 27,610 -1,086 916 -7,999 -4,475 -311 299 

求人活動費

委託契約料

企画調査費

修繕費

支出合計Ｂ

過不足額Ａ－Ｂ

研修費

ＮＰＯ法人てくてく

人件費

退職金掛金

法定福利費

管理費

地代家賃

食材仕入

支出の部

　　　　　　　区分
　科目

減価償却費

活動費

保険料

リース減価償却費

収入の部

　　　　　　　区分
　科目

ＮＰＯ法人てくてく

事業収入

事業外収入

収入合計Ａ

会費収入

寄付金収入

処遇改善臨時特例交付金

助成金収入

第4号議案

令和４年度（2022年度）収支予算（案）について
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第５号議案 

 １３  

役員改選（案） 

  

 

 

第 11 期役員 

2022（令和 4）年 7 月 1 日～2024（令和 6）年 6 月 30 日 

（五十音順・敬称略）        

 氏名 備考 

理事 尾瀬 順次  

理事 木下 博史  

理事 小梶 朋子  

理事 中根 成寿  

理事 中野 史子  

理事 中矢 裕紀子  

理事 三宅 義貞  

   

監事 今井千代子  

監事 竹田美津子  
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「てくてく」が「めざすもの」（理念
りねん

） 

「てくてく」として「大切
たいせつ

にしていきたいこと」（基本
きほん

方針
ほうしん

） 

２０１５年
ねん

 ６月
がつ

 ６日
むいか

策定
さくてい

 

 

○「てくてく」が「めざすもの」 

「てくてく」は「誰
だれ

もが住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で、いきいきと自分
じぶん

らしく暮
く

らし続
つづ

けることができる街
まち

づくり」をめざします。 

 

○「てくてく」として「大切
たいせつ

にしていきたいこと」 

 「てくてく」は「めざすもの」の実現
じつげん

に向
む

かって、下記
か き

のことを大切
たいせつ

にしながら取
と

り組
く

みを進
すす

めていきます。 

 

① メンバー一人
ひとり

ひとりが「生活
せいかつ

の主体
しゅたい

・主人公
しゅじんこう

」として、「その人
ひと

らしい自立
じりつ

生活
せいかつ

」「望
のぞ

む

暮
く

らし」を実現
じつげん

できるよう、常
つね

にメンバーの思
おも

いに寄
よ

り添
そ

いながら支援
しえん

します。 

② メンバーが一人
ひとり

の住 民
じゅうみん

として、どんなしょうがいがあっても当
あ

たり前
まえ

に暮
く

らしていける

地域作
ちいきづく

りに向
む

けて取
と

り組
く

みます。 

③ 家族
かぞく

やかかわる方々
かたがた

との連携
れんけい

を大切
たいせつ

にし、メンバー一人
ひとり

ひとりの暮
く

らしを支
ささ

える「人
ひと

の輪
わ

」

をつくります。 

④ メンバーと共
とも

にあることを通
とお

して「てくてく」に集
つど

い 働
はたら

くすべての人たちが、皆
みな

楽
たの

しく生
い

き生
い

き過
すご

ごせるよう取
と

り組
く

みます。 

⑤ 制度
せいど

を活用
かつよう

しつつ、制度
せいど

の枠
わく

にとらわれない自由
じゆう

な発想
はっそう

で活動
かつどう

を展開
てんかい

します。 

⑥ 地域
ちいき

に向
む

けて常
つね

に情 報
じょうほう

や課題
かだい

を発信
はっしん

し、様々
さまざま

な人
ひと

たちとの協 働
きょうどう

を通
とお

して、しょうがい

のある人たちを「地域
ちいき

で支
ささ

える 力
ちから

」の向 上
こうじょう

に貢献
こうけん

します。 
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NPO 法人てくてく 
 

総会 

メンバー

理事会  

理事長：尾瀬順次 副理事長：中野史子、中根成寿 

理事：木下博史、小梶朋子、中矢裕紀子、三宅義貞 

監事：今井千代子、竹田美津子 事務局：吉川正義 

事業統括本部 本部長：尾瀬順次 本部長補佐：吉川正義 

２０２２（令和４）年度 ＮＰＯ法人てくてく 運営組織図 

事務部 事務長：中矢裕紀子 事務：久保田厚子、中野弘子、薬師由美子 

共同生活援助事業 

あっとホーム 
事業長：柴山岳博 

副事業長：奥田 陽 

事務：新村千鶴 

 

ホーム長 

どんぐり：中矢裕紀子 

ジャンプ：柴山岳博 

つばさ：尾瀬友理子 

翔：奥田陽 

たんぽぽ：尾瀬友理子 

 

各ホーム担当 

（ホーム長を補佐） 

どんぐり：守屋唯 

たんぽぽ：北村真歩 

翔:藤井芳 
 

 

居宅介護事業所 

にこりん 

 
事業長：岡本義隆 

副事業長：三好優子 
（育休中代行:草川達也） 

事務：岸田記代 
 

にこりん担当 

（副事業長を補佐） 

籔下葵 

 

短期入所事業所 

あっとハック 
事業長：尾瀬友理子 

（しろのさと担当） 

    岡井伸行 
（いちもんばし担当） 

 

副事業長：草川達也 

 

 

相談支援事業所 

ぱれっと 
 

 

事業長･相談支援員 

尾瀬 順次 
 

 

家族会 後援会 


